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層状苦鉄質深成岩体の"layering"に記録されたマグマの挙動；パンケヌーシはんれ

い岩体の例

The behavior of magma recorded in the "layering" of the mafic intrusion; in the example

from the Pankenushi Gabbroic Complex.
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パンケヌーシはんれい岩体は、未成熟大陸地殻あるいは島弧地殻と考えられている日高変成帯の下部地殻部分
に露出しており、鉱物量比・粒径についてl a y e r i n gが発達している。何種かのl a y e r i n gの中でマグマの貫入によっ
て生成されたと考え得る構造が2つある。a )ある岩相に対して、より分化した鉱物組み合わせの岩相が貫入したも
の（bimodal layering)。マグマ組成は残してはいないが集中している場所にその痕跡がある。b )マフィックに富ん
だ岩相が入道雲状に注入されているもの(Olivine-Pyroxene concentrated layer)。

火山等のマグマシステムの理解を目指すにあたり、地下深部にあったマグマがいかなる挙動をしていたかを
解明することは重要な課題の一つである。現在地表に露出している各種貫入岩体はマグマの挙動を直接記録して
いることが期待される。演者が扱うパンケヌーシ岩体は、未成熟大陸地殻あるいは島弧地殻と考えられている日
高変成帯の下部地殻部分に、変成帯の伸張方向に沿って延長40km,幅7kmにわたって露出している。

本岩体の主要な構成鉱物はP l , O l , O p x , C p xであり、鉱物量比・粒径に関して、一部で乱れがあるもののおおよ
そN N Wの走向を持ち東に傾斜した層をなしており" l a y e r i n g "として認識することができる。鉱物は一部再結晶を伴
ってイクイグラニュラーになってはいるが、各々の鉱物にはマグマ由来の構造が残存しており、l a y e r i n gも同様に
マグマ活動の痕跡と考えて良いであろう。しかしながら多くの深成岩体と同様、変成冷却の過程においてのオー
バープリントに留意しなくてはならない。

L a y e r i n gはその性質によりいくつかに分類することが出来るが、今回はマグマの貫入によって生成されたと考
え得る構造について述べる。

Bimodal type: 細粒なg a b b r o ( F G M )と粗粒なg a b b r o ( C G M )の互層よりなるが、層の間隔等に系統性が見出せな
いなど、他の塩基性層状岩体に現れるような冷却面に平行で比較的規則的な"rhythmic layering"とは異なった性質
を持つ。一般にC G Mの方が隣り合ったF G Mよりもより分化した鉱物組み合わせになっている。またC G M , F G Mの
ほとんどは層内は均質であり連続性が良いが、一部C G Mが枝分かれするような構造が見られ、これが平行に貫入
したシル（あるいはv e i n）であることが示唆される。またこの層状構造に低角で交わる正断層は、F G Mをb r i t t l eに
切りC G Mに対してはd u c t i l eにshear zoneを形成する。鉱物化学組成について、層に沿っての変化は緩慢であるが、
層に対して垂直方向の変化は著しい。F G M / C G M境界ではO l , P xのM g , F e #に関して顕著な変化が見られる（変化
幅は3-4mol%）。この場合はPlの組成に関しては変化はない。これは岩相形成後一度は境界を超えて平衡に達したが、
冷却過程において層内のみの鉱物組成での再平衡に向かってP x - O lのM g - F e交換反応をしたものと考えられる（西
田, 1 9 9 8 ,合同大会）。この反応帯の幅は数c mから2 0 c m程度であり、拡散速度と冷却速度の情報を持つ有用な指標で
ある。

さらにC G Mが集中した部分において、Mg,Fe(in Ol,Px)及びCa,Na(in Pl)等がより分化した値になる。この化
学組成変化幅は先述のF G M / C G M境界で観察された変化幅をより大きい1 0 m o l %程度となる。しかしC G Mの量との
相関は弱く、C G Mが集中している場所であってもほとんどこの化学組成変化が現れないこともある。波長は数m
に及ぶ。P lの組成変化も伴うことから、F G M / C G M境界の変化とは異なりl a y e r i n g形成時の組成を反映しているも
のと考えられる。C G Mがシルであるとすると、貫入が多く起こった場所でこの組成変化が起こっていたと考えて
矛盾はない。

Olivine-Pyroxene concentrated layer: bimodal typeが発達した岩相の中にCGM,FGMと平行に入る。多くの場合
周囲よりもやや粗粒なO l , C p x , P lより成り、周囲の岩石の変形によってしばしばブーディン構造を示す。ほとんど
の層はたかだか数c m程度であるが、比較的変形の弱い岩体中央部付近には厚さ3 0 c m程度で、F G M , C G Mに対し入
道雲状に入り組んだ形態を示すことがあり、クリスタルマッシュの状態での混合を留めていると考えられる。鉱
物化学組成の層に垂直な方向への変化は、先述のbimodal layeringのF G M / C G M境界と同様に鉱物量比によって決
定されており、オリジナルの組成は残してはいない。

以上の構造について比較すると、岩体全体での鉱物量比では、C G M , F G Mは連続しており区別することが出
来ない。更に化学組成は一連のトレンドに乗る。これらから別の起源を考える必要はない。また O l - P x



concentrated layerとC G M , F G Mに関してはギャップが存在する。このような場で考え得るのは、例えば分離した
メルトがそのキュムレイトに貫入し、更に少量の未分化なマグマが貫入するような場である。


